
　　　　

2024 年 9 月 1 日

平日 9 時 30 分から 18 時 30 分まで

学校休日 9 時 00 分から 18 時 00 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節イベント行事（お誕生日会、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会等の実施）
・外出の機会（図書館や児童館んどの公共機関での活動）
・調理実習（おやつ作り）
・避難訓練

家族支援
・保護者面談（半年に１回）
・他の家族と関われる機会を増やすため交流の場（イベント）を実施する。
・関係機関との連携。

移行支援
・進学先、就労先との情報共有
・進学、就労、環境変化に向けての課題提示及び実践

地域支援・地域連携
・各関係各所との連携（相談支援事業所、学校、放課後等デイサービス、各市町
村等）
・児童館や公民館など地域の公共施設を利用し、地域資源を活用します。

職員の質の向上
・職員のスキルアップを図るために、外部講師を招き、勉強会や研修を開
催し積極的に学べる場を整えています。

支　援　内　容

本
人
支
援

・検温、手洗い、消毒、身だしなみを整える、月始めの体重測定。
・「食」に対する意欲、関心を引き出す食育活動の実施（おやつ、クッキング）
・活動場所の構造化を図り、何がどこにあるかなどを文字で掲示し、視覚的支援の実施。
・行事予定の把握、苦手な刺激への挑戦、マイルールの緩和・挨拶、整理整頓（片付け）
・道具の使い方の指導、買い物体験、清掃活動、外出活動、公共交通機関の利用

・アイロンビーズ、ハサミ、描画など様々な手指操作などの基礎的な感覚遊びを実施。
・運動遊びでは、筋力や姿勢を保つバランス力を身に付けていきます。（ラジオ体操、ヨガ、バランスボール、ストレッチ、散歩）
・苦手意識を高めず、楽しみながら取り組めるよう運動、感覚の視点から支援を実施。

・外出活動（車内でのルールを守る）
・個別課題（文字、数、SST、表情、気持ちの理解等、楽しく行える課題の提供）
・スケジュール掲示、タイマー提示で自立を促す
・大小色の習得（塗り絵、パズル、アイロンビーズ等）
・日付や天気の把握と確認による感覚、数の認識を形成。

・始まりの会、終わりの会を行い、言語コミュニケーションを図る。
・模擬訓練を通して、視線合わせや指示従事などコミュニケーションに重要な行動を練習。
・集団活動（他児と協力して取り組む、発表する、話を聞く、待つ、座る）
・非言語的コミュニケーションにより他者に自己の意思を伝える練習を行い、伝わった時の喜びを実感させる。

・事業所スタッフと関わり人間関係を構築し、継続的に関わることにより、信頼関係を継続し安心感を得る。
・同世代以外の年齢との関わりの中で、他者の存在を知る機会を得る。（複数人での遊び、トランプ、ジェンガ、オセロ、黒ひげ、ボードゲーム等）
・集団活動を通して協力して一つのことを成し遂げる感覚や、集団活動の中で他者と同じ体験を共有し一体感を得る。
・地域行事への参加、社会へ参加し活動の幅を広げる。

法人（事業所）理念
・活動を通して苦手なことやこだわりを和らげる支援。
・一人ひとりの個性を大切に楽しみながら成長できる支援。
・「地域社会で生きる力を育てる」を目標に支援。

支援方針
・基本的生活動作の身辺自立を目指す。
・成功体験を積み自己肯定感を高める事を目指す。
・質の良い活動や関わりを通して対人スキルの向上を図り、地域でその子らしく笑顔で過ごせる事ができる。

営業時間 送迎実施の有無 あり（送迎区域内）

事業所名 おしごとれんしゅう教室 支援プログラム 作成日


